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教
主
さ
ま
お
作
　
鉱
泉
引
出
黒
茶
盌

　

【
金
竜
海
土
、
鉱
泉
釉
（
神
島
松
）】

霊れい
ご
く国
の
姿
す
が
た

を
こ
こ
に
う
つ
し
世よ
の

め
ぐ
み
の
郷さと
に
澄す
む
ぞ
嬉うれ
し
き

【 

尊
師
　
出
口
日
出
麿 

】

令和 4 年 9 月号　通巻第 642 号　題字：出口 紅　

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

『阿づまの光』　発行 大本東京本部　東京宣教センター長・橋本伸作　〒 110-0008　東京都台東区池之端 2-1-44
TEL03-3821-3701　FAX03-3821-5283　URLhttps://oomoto-tokyo.com

	

　
総
務
管
理
課
主
任
　
菊
　

池	

ま
　

ゆ
　

み

世
界
平
和
に
つ
な
げ
る
た
め
に

　
「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」
の
番
組
で
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
日
本
の
そ
っ
く
り

世
界
遺
産
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
国
の
九き
ゅ
う
さ
い
こ
う

寨
溝
は
北
海
道
の
美び

瑛え
い

の

青
い
池
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ロ
ン
湾
は
宮
城
の
松
島
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

ト
ン
ガ
リ
ロ
は
宮
城
の
蔵ざ

王お
う

の
御お

釜か
ま

、
ス
イ
ス
と
イ
タ
リ
ア
の
マ
ッ
タ
ー
ホ

ル
ン
は
愛
媛
の
石い
し
づ
ち
さ
ん

鎚
山
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
シ
ェ
ラ
ー
グ
ホ
ル
テ
ン
は
佐さ

渡ど

の

鋏は
さ
み

岩い
わ

に
そ
っ
く
り
な
よ
う
で
す
。

　

映
像
や
写
真
な
ど
、
今
で
は
至
る
所
で
ド
ロ
ー
ン
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

活
躍
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
で
す
。
最
近
で
は
海
の
救
助
に
ド
ロ
ー
ン
か
ら
救

命
胴
衣
が
投
げ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
Ａ
Ｉ
な
ど
情

報
化
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
こ
と
、
隠
せ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

間
違
っ
て
も
戦
争
な
ど
の
悪
し
き
事
に
は
使
っ
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今

こ
そ
本
当
の
世
界
平
和
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
世
界
の
国
々
の
障
壁
・
垣

根
を
取
り
払
い
、
協
力
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
本
で
は
毎
年
８
月
６
日
に
大
本
歌
祭
が
開
催
さ
れ
、
日
本
全
国
は
も

と
よ
り
海
外
か
ら
も
献
詠
歌
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
歌
祭
の
祭
壇
で
あ

る
歌
垣
に
は
、
五
色
の
彩
も
ま
ぶ
し
く
、
色
紙
が
十
重
二
十
重
に
巡
ら
さ

れ
、
そ
の
中
央
に
あ
る
高
い
柱
の
四
方
面
に
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
短
冊
に
は

素す
さ
の
お
の
み
こ
と

盞
嗚
命
の
「
八や
く
も
し
ん
か

雲
神
歌
」
が
教
主
さ
ま
の
ご
染
筆
で
謹
書
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
の
国
も
、
国
々
に
垣
を
め
ぐ
ら
し
、
嫌
な
雲
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
垣
を
、
こ
の
雲
を
取
り
払
っ
て
、
清
々
し
い
世
界
に
し
た
い
、

と
い
う
世
の
「
立
替
え
」
を
意
味
し
た
も
の
と
、
も
う
一
つ
は
、
主
神
を
中

心
に
真
理
と
正
義
と
平
和
を
守
る
団
体
の
八
重
垣
を
作
り
、
人
類
愛
善
の
一

つ
の
世
界
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
世
界
の
「
立
直
し
」
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

ゆ
く
ゆ
く
は
歌
祭
が
世
界
の
各
地
で
行
わ
れ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。



  

1010
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

　　
11
日
〜
日
〜
22
日
（
土
〜

日
（
土
〜
日日
））  

東
光
苑
大
道
場
修
行
（
後
半
）

東
光
苑
大
道
場
修
行
（
後
半
）

　　
99
日
（
日
（
日日
））  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

東
光
苑
芸
術
祭

東
光
苑
芸
術
祭

　　
1818
日
（
火
）

日
（
火
）  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

霊
界
物
語
全
国
一
斉
拝
読
会
（

霊
界
物
語
全
国
一
斉
拝
読
会
（
5555
回
）
回
）

　　
1919
日
（
水
）

日
（
水
）  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

		

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

（
配
信
）

				
				

講
題
講
題				

あ
の
世
と
こ
の
世
の
関
係

あ
の
世
と
こ
の
世
の
関
係

											
											

〜
祖
先
供
養
を
大
切
に
〜

〜
祖
先
供
養
を
大
切
に
〜

				
				

講
師
講
師				

出
口
飛
鳥

出
口
飛
鳥
（
霊
祭
課
長
）

（
霊
祭
課
長
）

　　
2222
日
（
土
）

日
（
土
）  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

家
庭
平
安
祈
願
祭

家
庭
平
安
祈
願
祭
（（
3131
回
）
回
）

　　
2929
日
〜
日
〜
3030
日
（
土
〜

日
（
土
〜
日日
））  

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

教
本
１
〜
３
級
認
定
講
習
会

教
本
１
〜
３
級
認
定
講
習
会

　「今までありがとう」「あの世でも幸せ
に暮らしてね」「私たちを見守ってね」。
身近な人との別れで祈る感謝と願い。そ
の想いは必ずあの世に届きます。私に命
を繋いでくれたすべてのご先祖さまに届
けたいその想い。

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
1010⺼⺼1919日 (水)　日 (水)　19：0019：00〜〜

　　講師：出口飛鳥講師：出口飛鳥（霊祭課長）（霊祭課長）

あの世とこの世の関係あの世とこの世の関係
〜祖 先 供 養 を 大 切 に 〜〜 祖 先 供 養 を 大 切 に 〜

大本東京本部ホームページでご覧ください！大本東京本部ホームページでご覧ください！

　

８
月
東
光
苑
月
次
祭
は
８
月
14
日
午
前

10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
加
藤
道
明
祭
務
課

長
の
も
と
執
行
さ
れ
、
１
３
２
人
が
参
拝

し
た
。
祭
員
は
東
京
主
会
が
、
少
年
祭
員

は
東
京
主
会
の
深
津
日
向
大
さ
ん
、
伶
人

は
二
絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝
読

は
中
島
浩
山
梨
主
会
長
が
、
東
光
庵
で
は

添
釜
が
か
け
ら
れ
高
野
社
中
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
後
に
は
、
本
年
８
月
９
日
付
で
特

派
宣
伝
使
に
異
動
し
た
神
宮
幸
太
郎
元
祭

務
課
主
任
が
離
任
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
宮
下
愛
善
人
類
愛
善
会
副
会

長
が
あ
い
さ
つ
の
後
、
西
島
里
司
愛
善
み

ず
ほ
会
事
務
局
長
が
講
話
を
し
た
。

　

な
お
１
階
で
は
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
の
出
張
販
売

や
直
心
会
・
青
松
会
バ
ザ
ー
が
催
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
、
直
心
会
主
催
に
よ

る
お
土
の
研
修
会
が
開
催
。「
み
づ
ほ
Ａ
Ｉ

Ｚ
Ｅ
Ｎ
発
酵
堆
肥
」
に
よ
る
プ
ラ
ン
タ
ー

実
習
な
ど
が
行
わ
れ
、
好
評
だ
っ
た
。

東
光
苑
月
次
祭
を
執
行

第31回第31回      家庭平安祈願祭家庭平安祈願祭
日　時日　時  10 月 22日（土）午前 10時 30分〜10月 22日（土）午前 10時 30分〜

会　場会　場	 大本東京宣教センター・ご神前	 大本東京宣教センター・ご神前

講　話講　話	「穏やかな家庭を築くために」（仮）	「穏やかな家庭を築くために」（仮）
　　　　　　　講師　西山桂一郎（愛善宣教課長）　　　　　　　講師　西山桂一郎（愛善宣教課長）

申　込申　込		 申込者は信徒・一般を問いません。ご本申込者は信徒・一般を問いません。ご本
人に代わっての申し込みも可能です。ご人に代わっての申し込みも可能です。ご
希望の方には申込書をお送りします。所希望の方には申込書をお送りします。所
定の申込用紙に必要事項を明記の上、祭定の申込用紙に必要事項を明記の上、祭
典玉串（任意）を添えて、所属の機関、典玉串（任意）を添えて、所属の機関、
または東京宣教センター祭務課「家庭平または東京宣教センター祭務課「家庭平
安祈願祭」宛にお申込みください。安祈願祭」宛にお申込みください。

		
締　切締　切		 10 月 17日（月）10月 17日（月）
	 ※ご祈願は祭典後１週間執行します。	 ※ご祈願は祭典後１週間執行します。

奉納の日　10月9日（日）月次祭・直会後〜
奉納の部　能楽・八雲琴・愛善歌・朗詠・詩吟・日舞・
　　　　　民謡など

展示期間　10月４日（火）〜10月11日（火）
展示の部　短歌・浄書・書道・絵画・写真・陶芸・
　　　　　工芸・手芸・生花など

申　　込申　　込　　所定の申込用紙にご記入の上、所定の申込用紙にご記入の上、
　　　　　9月 26日までにお申込ください。　　　　　9月 26日までにお申込ください。

お問合せお問合せ　　Te lTe l　　03-3821-370103-3821-3701
　　　　　　　　　　FaxFax　　03-3821-528303-3821-5283
　　　　　　　　　　MalMal　　k-nishiyamak-nishiyama@@oomoto.or.jpoomoto.or.jp

東光苑 東光苑 芸 術 祭芸 術 祭
奉納・展示の参加者募集中！奉納・展示の参加者募集中！

●　離任あいさつ

前東京宣教センター祭務課主任　神
しん

宮
ぐ

 幸
こう

太
た

郎
ろう

この度、人事発令により東京を離れる
ことになりました。約6年半の間、東北・
関東教区の皆さまには、本当にお世話
になりました。感謝申し上げます。
思い返しましても、楽しい事ばかりが
よみがえってまいります。あまりにも
寂しい事ですが、遠く離れた九州より、皆さまの幸
せをお祈りいたします。
また、聖地でお会いしましょう。

西島里司氏『講話』西島里司氏『講話』

玉串捧奠玉串捧奠

DOMO出張販売DOMO出張販売 献饌献饌


